






The Newly Discovered Letter of Tsuchida Bakusen to the Tōdaiji Temple and 
































活躍し 49 歳で没するまで京都画壇を支え続けた。1 
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 書簡の概要と言及作品 






た清水公俊であると考えるのが妥当であろう。封筒裏に残る消印から日付は「3 年 10 月 26






帰るので、間もなく開かれる京都文展（11 月 25 日から半月間とある）の頃に京都にお越し
なら是非お立ち寄りください、と結んでいる(図版 3)。 
 大正 3 年の東大寺所蔵作品研究の結果として制作され、文展に「合格」した麦僊作
品の題名は書簡中には言及されていないが、「散華」と考えて間違いない(図版 4)。この作品










僧侶が合掌して居る極く古典的なものです」と語っている。4 中央の 6 曲屏風では二人の半
裸の菩薩が花かご（花筥）を持って舞いながら、花びらを散らしている。その花びらが左右
の 2 曲屏風の画面の中にも舞い落ち、中央の菩薩にやや体を向ける形で立つ 4 人の僧侶たち
の空間とを有機的に結び付ける役割を果たしている。 
 本人が「極く古典的なもの」と呼ぶこの主題を構想するため、麦僊は奈良に滞在し
寺院や博物館で仏画や仏像を研究している。まず大正 3(1914)年 4 月中旬から 25 日頃まで奈




                                                  
2 内山武夫編「年譜」『土田麦僊展』, p. 172. 
3 日展史編纂委員会『日展史３』（東京：日展, 1980）, p. 274. 
4 土田麦僊「野村一志宛書簡大正３年７月５日付」田中日佐夫「土田麦僊の野村一志あて書
簡」『美學美術史論集』第四輯第二部 1984 年 8 月成城大學大學院文學研究科 p. 53. 
5 5 月 30 日付野村一志宛書簡で「帰京の時日は確定して居ません」とある。田中, p. 53. 
6 田中, p. 52-53. 
7 田中, p. 52. 
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8 田中, p. 52-53. 
9 これら以外にも例えば麦僊による大安寺の勤操肖像の写しが残っている。John D. Szostak, 
Painting Circles: Tsuchida Bakusen and Nihonga Collectives in Early 20th-Century 
Japan (Leiden: Brill, 2013), pl. 38, p.75. また同時代の画家上村松園はその麦僊追悼文
の中で、麦僊が奈良の古美術専門の写真家工藤精華のところへ通って「散華」の材料を手
に入れたという話を紹介している。上村松園『青帛の仙女』(東京: 同朋舎出版, 1996), p. 96. 
10 弦田平八郎「土田麦僊の書簡 友人・野村一志宛」『三彩』no.225, 1965 年, p. 42; 島田康





美術史學』vol. 27 (2013), p. 97. 
13 島田「作品解説」, p. 55. 

































                                                  
14 貝田, p. 100-101. 
15 貝田, p. 100. 
16 柏木加代子「土田麦僊の芸術に内在する学識と西洋絵画の影響」『京都市立芸術大学美術
学部研究紀要』第 55 号(2011), p. 19. 
17 柏木, p. 17-18. 
18 田中, p. 34. 麦僊は野村一志への書簡中で、小杉未鉦のマティス評が面白いと言及している。 
19 加藤僖一「土田麦僊の書簡（一）」『新潟大学教育学部紀要』第 25 巻第 2 号（人文・社会
科学編）(1984), p. 54. 
20 田中, p. 36. 
21 田中, p. 38. 
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して、ついに再びの 3 等賞を受けるのである。 
                                                  
22 加藤, p. 59. 
23 田中, p. 46.  
24 田中, p. 51. 
25 田中, p. 55. 
26 田中, p. 56. 
27 田中, p. 57. 
28 田中, p. 59. この時の受賞は 2 等賞 6 作品、3 等賞 12 作品、褒状は麦僊を含め 28 作品と
なっている。『日展史 3』p. 274. 
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 ＜図版 1＞ 表書き 




＜図版 2＞ 封筒裏面 
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 ＜図版 3＞ 書簡 
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 ＜図版 5＞ 「倶舎曼荼羅」（国宝） 12 世紀頃 東大寺蔵 
 
 
＜図版 6＞ 竹内栖鳳 「散華」明治 43(1910)年 京都市美術館蔵 
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図版 4 土田麦僊「散華」：東京国立近代美術館編『土田麦僊展』東京：日本経済新聞社, 1997. 
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